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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
所定のパルス繰り返し周波数の超音波を送受信し、受信信号から超音波画像データを生成
する画像データ生成手段と、
　複数の異なるパルス繰り返し周波数の超音波の送受信で前記画像データ生成手段により
生成された複数の画像データに基づいて、残留多重エコーによる虚像が発生しているか否
かを判定する虚像発生判定手段と、
　残留多重エコーによる虚像が発生している深度を算出する残留多重エコー虚像発生深度
算出手段と、
　前記残留多重エコー虚像発生深度算出手段により算出された前記残留多重エコーによる
虚像が発生している深度に基づいて、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制するパルス
繰り返し周波数である残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数を算出する残留
多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出手段と、
　超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を変更するパルス繰り返し周波数変更
手段とを備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
前記パルス繰り返し周波数変更手段は、
　前記残留多重エコー虚像発生判定手段により残留多重エコーによる虚像が発生している
と判定された場合、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を前記残留多重エコ
ー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更し、
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　前記残留多重エコー虚像発生判定手段により残留多重エコーによる虚像が発生していな
いと判定された場合、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を、前記残留多重
エコー虚像発生抑制パル繰り返し周波数よりも高い周波数に変更することを特徴とする請
求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
前記虚像発生判定手段により残留多重エコーによる虚像が発生していると判定された場合
、残留多重エコーによる虚像が発生している領域を算出する残留多重エコー虚像発生領域
算出手段をさらに備え、
　前記パルス繰り返し周波数変更手段は、
　残留多重エコーによる虚像が発生している領域に関する走査線では、超音波を送受信す
るときのパルス繰り返し周波数を前記残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数
に変更し、
　残留多重エコーによる虚像が発生している領域に関しない走査線では、超音波を送受信
するときのパルス繰り返し周波数を、前記残留多重エコー虚像発生抑制パル繰り返し周波
数よりも高い周波数に変更することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
前記虚像発生判定手段は、
　複数の異なるパルス繰り返し周波数の超音波の送受信で前記画像データ生成手段により
生成された複数の画像データの差分の画像に基づいて、差分画像において予め設定された
所定の基準値よりも大きい輝度差の部分があるか否かを判定する輝度判定手段を備え、
　前記残留多重エコー虚像発生判定手段は、前記輝度判定手段により差分画像において予
め設定された所定の基準値よりも大きい輝度差の部分があると判定された場合、残留多重
エコーによる虚像が発生していると判定し、前記輝度判定手段により差分画像において予
め設定された所定の基準値よりも大きい輝度差の部分はないと判定された場合、残留多重
エコーによる虚像が発生していないと判定することを特徴とする請求項１に記載の超音波
診断装置。
【請求項５】
　発生している残留多重エコーによる虚像が全表示画面において占める領域面積の割合で
ある残留多重エコー虚像発生領域面積割合を算出する残留多重エコー虚像発生領域面積割
合算出手段と、
　残留多重エコー虚像発生領域面積割合に基づいて、残留多重エコー虚像発生領域面積割
合が予め設定された所定の基準値より大きいか否かを判定する残留多重エコー虚像発生領
域面積割合判定手段とをさらに備え、
　前記パルス繰り返し周波数変更手段は、
　前記残留多重エコー虚像発生領域面積割合判定手段により残留多重エコー虚像発生領域
面積割合が予め設定された所定の基準値より大きいと判定された場合、超音波を送受信す
るときのパルス繰り返し周波数を前記残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数
に変更し、
　前記残留多重エコー虚像発生領域面積割合判定手段により残留多重エコー虚像発生領域
面積割合が予め設定された所定の基準値より小さいと判定された場合、超音波を送受信す
るときのパルス繰り返し周波数を、前記残留多重エコー虚像発生抑制パル繰り返し周波数
よりも高い周波数に変更することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
前記画像データ生成手段は、前記パルス繰り返し周波数変更手段により超音波を送受信す
るときのパルス繰り返し周波数が変更された後、変更されたパルス繰り返し周波数の超音
波を送受信し、受信信号から超音波画像データを生成することを特徴とする請求項１に記
載の超音波診断装置。
【請求項７】
前記残留多重エコー虚像発生抑制パル繰り返し周波数に関するデータを表示する表示制御
手段と、
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　超音波を送受信するときの所定のパルス繰り返し周波数のデータを入力する入力手段と
をさらに備え、
　前記パルス繰り返し周波数変更手段は、前記入力手段により入力された前記所定のパル
ス繰り返し周波数のデータに基づいて、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数
を、前記所定のパルス繰り返し周波数に変更することを特徴とする請求項１に記載の超音
波診断装置。
【請求項８】
　複数の異なるパルス繰り返し周波数の超音波を走査することで生成された複数の画像デ
ータに基づいて、残留多重エコーによる虚像が発生しているか否かを判定する残留多重エ
コー虚像発生判定ステップと、
　残留多重エコーによる虚像が発生している深度を算出する残留多重エコー虚像発生深度
算出ステップと、
　前記残留多重エコー虚像発生深度算出ステップの処理により算出された前記残留多重エ
コーによる虚像が発生している深度に基づいて、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制
するパルス繰り返し周波数である残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数を算
出する残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出ステップと、
　超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を変更するパルス繰り返し周波数変更
ステップとを含むことを特徴とする超音波診断装置の画像処理方法。
【請求項９】
　複数の異なるパルス繰り返し周波数の超音波を走査することで生成された複数の画像デ
ータに基づいて、残留多重エコーによる虚像が発生しているか否かを判定する残留多重エ
コー虚像発生判定ステップと、
　残留多重エコーによる虚像が発生している深度を算出する残留多重エコー虚像発生深度
算出ステップと、
　前記残留多重エコー虚像発生深度算出ステップの処理により算出された前記残留多重エ
コーによる虚像が発生している深度に基づいて、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制
するパルス繰り返し周波数である残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数を算
出する残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出ステップと、
　超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を変更するパルス繰り返し周波数変更
ステップとをコンピュータに実行させることを特徴とする超音波診断装置の画像処理プロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置およびその画像処理方法、その画像処理プログラムに係り、特
に、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制しつつ、虚像の発生している領域か否かに応
じて好適なフレームレートに変更することができるようにした超音波診断装置およびその
画像処理方法、その画像処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置のBモード断層画像表示モードでは、比較的波長の短い電気信号を超音
波振動子に印加し、超音波を対象となる患者（以下、「被検体」という。）に送信し、被
検体からの超音波の反射波を連続的に受信することにより、対象となる被検体の表面（超
音波プローブとの接触面）から所定の深さ（以下、「深度」という。）までの構造情報（
断層画像など）を取得することができる。
【０００３】
　ここで、一般に、超音波診断装置のBモード断層画像表示モードにおける断層像を取得
するための走査においては、空間的位置を移動しながら（走査しながら）所定の時間間隔
で繰り返し超音波の送受信を行う。この超音波の送信パルスが繰り返し送信される時間間
隔を「パルス繰り返し周期（S）」といい、超音波の送信パルスが単位時間当たりに送信
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される回数を「パルス繰り返し周波数（１/S）」という。また、１枚の断層像を取得する
ために繰り返す超音波送受信の走査回数を「走査線数」といい、単位時間当たりに取得さ
れる断層像の枚数である「フレームレート（１/S）」は、［数１］に従い求めることがで
きる。なお、パルス繰り返し周期とパルス繰り返し周波数は、逆数の関係である。  
　　［数１］
　　フレームレート（１/S）＝パルス繰り返し周波数（１/S）/走査線数
【０００４】
　このフレームレートは超音波診断装置のBモード断層画像の応答性能を表す指標として
用いられており、フレームレートが高いほど、応答性能の良いBモード断層画像を取得す
ることができる。従って、超音波診断装置のBモード断層画像表示モードにおいては、特
に、フレームレートをできるだけ向上させることが要求される。
【０００５】
　ここで、上記の［数１］を考慮すると、フレームレートを向上させる方法として２つの
方法が考えられる。第１の方法としては、１枚の断層像を取得するために繰り返す超音波
送受信の走査回数である走査線数を減らす方法が考えられ、第２の方法としては、パルス
繰り返し周波数を高める方法が考えられる。
【０００６】
　第１の方法においては、走査線数を減らすことでフレームレートを高めることはできる
が、その結果、Bモード断層画像を構成する際に用いられる情報が減少してしまうため、B
モード断層画像の分解能が極端に低下してしまう。すなわち、許容できる程度のBモード
断層画像の分解能を維持するようにすると、減らすことができる走査線の数にはおのずと
限界ができてしまう。
【０００７】
　現在においては走査線数をさらに減らすことは困難であるほど、Bモード断層画像の分
解能の許容範囲の限界まで走査線数を減らしているため、走査線数をさらに減らすことに
よりフレームレートを向上させることは現実的ではない。
【０００８】
　そこで、第２の方法であるパルス繰り返し周波数を高める方法によりフレームレートを
向上させることができるか否かを検討する。パルス繰り返し周波数は超音波の送信パルス
が単位時間当たりに送信される回数であり、そのうち所定の条件において設定することが
できる最も高いパルス繰り返し周波数（以下、「最高パルス繰り返し周波数」という。）
は、超音波診断装置の操作者（例えば、医師や技師など。以下、「オペレータ」という。
）が求めるBモード断層画像の表示深度により、［数２］に従い求めることができる。  
　　［数２］
　　最高パルス繰り返し周波数＝１/｛（超音波が表示深度まで往復する時間）＋（超音
波診断装置が送受信の制御する制御時間）｝＝１/｛（２×表示深度/超音波の伝播音速度
）＋制御時間｝
【０００９】
　つまり、理論上、パルス繰り返し周波数は、最高パルス繰り返し周波数まで高めること
ができる。ところが、超音波は対象である被検体の体内を往復して超音波探触子に受信さ
れるまでの間に被検体の体内の組成・構造により減衰するが、パルス繰り返し周波数を最
高パルス繰り返し周波数まで高めるようにすると、超音波の送信パルスが繰り返し送信さ
れる時間間隔であるパルス繰り返し周期が当然短くなるため、超音波の送受信を行った後
、次の超音波を送受信するまでの間に超音波が被検体の体内の組成・構造により十分減衰
することができなくなってしまう。
【００１０】
　超音波が被検体の体内の組成・構造により十分減衰しない間に次の超音波が送信される
と、すでに送信された超音波の表示深度よりも深い領域からの反射信号と、新たな超音波
の表示深度よりも浅い近距離からの反射信号とが混在した信号を受信することとなる。こ
のような場合、超音波の反射信号に基づいて、被検体の生体軟部組織の深さや位置を正し



(5) JP 4762010 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

く表示することができなくなってしまう。
【００１１】
　具体的には、例えば、図１に示されるように、本来、断層画像aと断層画像bは設定表示
深度外の領域Aに存在するため断層画像として表示されないが、領域Bにあたかも存在する
かのようにオペレータの診断に利用した断層画像eの近傍に断層画像cと断層画像dとして
表示されてしまう。このような現象を超音波の残留多重エコーによる虚像の発生現象と呼
び、オペレータの超音波診断の妨げとなる。特に、超音波の減衰は超音波の送受信周波数
が低周波になるほど小さくなるため、低周波の超音波を用いるときには、残留多重エコー
による虚像の発生が起きやすくなる。
【００１２】
　そこで、このような残留多重エコーによる虚像の発生を抑制するため、超音波のパルス
繰り返し周期を、オペレータが求めるBモード断層画像の表示深度に応じたパルス繰り返
し周期よりも長い周期に予め設定し、超音波のパルス繰り返し周波数を最高パルス繰り返
し周波数よりも予め低く設定する方法が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【００１３】
　特許文献１に提案されている方法によれば、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制さ
せつつ、超音波の固有の送受信周波数と視野深度とに対応させてパルス繰り返し周波数の
上限値を変更することができる。
【特許文献１】特開平５－２４５１４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　被検体の体内の軟部組織には、残留多重エコーによる虚像が発生しやすい領域と、残留
多重エコーによる虚像が発生しにくい領域がある。例えば、被検体の体内の深い所に超音
波を強く反射する強反射体（例えば、骨など）があるような場合、残留多重エコーによる
虚像の発生を抑制するように予め超音波のパルス繰り返し周波数を最高パルス繰り返し周
波数よりも低く設定したとしても、反射信号の信号強度が強いため超音波が被検体の体内
において十分減衰できず、残留多重エコーによる虚像が発生しやすくなる。また、オペレ
ータが被検体の心臓などを超音波診断装置を用いて診断する場合も、被検体の体内の水や
血液などにおいては超音波の減衰は比較的少ないため、超音波が被検体の体内において十
分減衰できず、残留多重エコーによる虚像が発生しやすくなる。
【００１５】
　従って、特許文献１に提案されている方法によれば、残留多重エコーによる虚像の発生
を抑制するために予め低いパルス繰り返し周波数を設定し、超音波の固有の送受信周波数
と視野深度とに対応させてパルス繰り返し周波数の上限値を変更することはできるが、残
留多重エコーによる虚像が発生しやすい領域においては、フレームレートを多少下げて予
め超音波のパルス繰り返し周波数を低く設定したにもかかわらず、結局、残留多重エコー
による虚像の発生を抑制することができないという課題があった。
【００１６】
　勿論、特許文献１に提案されている方法によっても、理論上、パルス繰り返し周波数を
極端に低下させることで、残留多重エコーによる虚像の発生を完全に抑制することはでき
るが、その結果、フレームレートが極端に低下してしまい実用的ではない。また、この場
合、残留多重エコーによる虚像が発生しにくい領域においても、同時にフレームレートを
極端に低下させてしまうため、残留多重エコーによる虚像が発生しにくい領域においてフ
レームレートを過度に低下させてしまうという課題があった。
【００１７】
　また、残留多重エコーによる虚像が発生するか否かは、被検体を診断する部位などだけ
でなく、被検体の体動や超音波プローブの接触させる位置などの診断環境にも依存するた
め、オペレータが診断しようとする部位が残留多重エコーの発生しやすい領域であるか否
かを判断することはそれほど容易ではない。従って、超音波を走査する前にオペレータが
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予め予想していたよりも残留多重エコーが発生しやすい領域であった場合には、超音波の
パルス繰り返し周波数を予め低く設定したとしても、残留多重エコーによる虚像が断層画
像として表示されてしまい、オペレータの診断の妨げになってしまうという課題があった
。
【００１８】
　このように、残留多重エコーによる虚像の発生の抑制とフレームレートの向上を同時に
行うことは困難であった。
【００１９】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、残留多重エコーによる虚像の
発生を抑制しつつ、虚像が発生している領域か否かに応じて好適なフレームレートに変更
することができる超音波診断装置およびその画像処理方法、その画像処理プログラムを提
供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明の超音波診断装置は、上述した課題を解決するために、所定のパルス繰り返し周
波数の超音波を送受信し、受信信号から超音波画像データを生成する画像データ生成手段
と、複数の異なるパルス繰り返し周波数の超音波の送受信で画像データ生成手段により生
成された複数の画像データに基づいて、残留多重エコーによる虚像が発生しているか否か
を判定する虚像発生判定手段と、残留多重エコーによる虚像が発生している深度を算出す
る残留多重エコー虚像発生深度算出手段と、残留多重エコー虚像発生深度算出手段により
算出された残留多重エコーによる虚像が発生している深度に基づいて、残留多重エコーに
よる虚像の発生を抑制するパルス繰り返し周波数である残留多重エコー虚像発生抑制パル
ス繰り返し周波数を算出する残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出手段
と、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を変更するパルス繰り返し周波数変
更手段とを備えることを特徴とする。
【００２１】
　パルス繰り返し周波数変更手段は、残留多重エコー虚像発生判定手段により残留多重エ
コーによる虚像が発生していると判定された場合、超音波を送受信するときのパルス繰り
返し周波数を残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更し、残留多重エコ
ー虚像発生判定手段により残留多重エコーによる虚像が発生していないと判定された場合
、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を、残留多重エコー虚像発生抑制パル
繰り返し周波数よりも高い周波数に変更するようにすることができる。
【００２２】
　この超音波診断装置は、虚像発生判定手段により残留多重エコーによる虚像が発生して
いると判定された場合、残留多重エコーによる虚像が発生している領域を算出する残留多
重エコー虚像発生領域算出手段をさらに備え、パルス繰り返し周波数変更手段は、残留多
重エコーによる虚像が発生している領域に関する走査線では、超音波を送受信するときの
パルス繰り返し周波数を残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更し、残
留多重エコーによる虚像が発生している領域に関しない走査線では、超音波を送受信する
ときのパルス繰り返し周波数を、残留多重エコー虚像発生抑制パル繰り返し周波数よりも
高い周波数に変更するようにすることができる。
【００２３】
　虚像発生判定手段は、複数の異なるパルス繰り返し周波数の超音波の送受信で画像デー
タ生成手段により生成された複数の画像データの差分の画像に基づいて、差分画像におい
て予め設定された所定の基準値よりも大きい輝度差の部分があるか否かを判定する輝度判
定手段を備え、残留多重エコー虚像発生判定手段は、輝度判定手段により差分画像におい
て予め設定された所定の基準値よりも大きい輝度差の部分があると判定された場合、残留
多重エコーによる虚像が発生していると判定し、輝度判定手段により差分画像において予
め設定された所定の基準値よりも大きい輝度差の部分はないと判定された場合、残留多重
エコーによる虚像が発生していないと判定するようにすることができる。
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【００２４】
　この超音波診断装置は、発生している残留多重エコーによる虚像が全表示画面において
占める領域面積の割合である残留多重エコー虚像発生領域面積割合を算出する残留多重エ
コー虚像発生領域面積割合算出手段と、残留多重エコー虚像発生領域面積割合に基づいて
、残留多重エコー虚像発生領域面積割合が予め設定された所定の基準値より大きいか否か
を判定する残留多重エコー虚像発生領域面積割合判定手段とをさらに備え、パルス繰り返
し周波数変更手段は、残留多重エコー虚像発生領域面積割合判定手段により残留多重エコ
ー虚像発生領域面積割合が予め設定された所定の基準値より大きいと判定された場合、超
音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り
返し周波数に変更し、残留多重エコー虚像発生領域面積割合判定手段により残留多重エコ
ー虚像発生領域面積割合が予め設定された所定の基準値より大きくないと判定された場合
、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を、残留多重エコー虚像発生抑制パル
繰り返し周波数よりも高い周波数に変更するようにすることができる。
【００２５】
　画像データ生成手段は、パルス繰り返し周波数変更手段により超音波を送受信するとき
のパルス繰り返し周波数が変更された後、変更されたパルス繰り返し周波数の超音波を送
受信し、受信信号から超音波画像データを生成するようにすることができる。
【００２６】
　この超音波診断装置は、残留多重エコー虚像発生抑制パル繰り返し周波数に関するデー
タを表示する表示制御手段と、超音波を送受信するときの所定のパルス繰り返し周波数の
データを入力する入力手段とをさらに備え、パルス繰り返し周波数変更手段は、入力手段
により入力された所定のパルス繰り返し周波数のデータに基づいて、超音波を送受信する
ときのパルス繰り返し周波数を、所定のパルス繰り返し周波数に変更するようにすること
ができる。
【００２７】
　本発明の超音波診断装置の画像処理方法は、上述した課題を解決するために、複数の異
なるパルス繰り返し周波数の超音波を走査することで生成された複数の画像データに基づ
いて、残留多重エコーによる虚像が発生しているか否かを判定する残留多重エコー虚像発
生判定ステップと、残留多重エコーによる虚像が発生している深度を算出する残留多重エ
コー虚像発生深度算出ステップと、残留多重エコー虚像発生深度算出ステップの処理によ
り算出された残留多重エコーによる虚像が発生している深度に基づいて、残留多重エコー
による虚像の発生を抑制するパルス繰り返し周波数である残留多重エコー虚像発生抑制パ
ルス繰り返し周波数を算出する残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出ス
テップと、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を変更するパルス繰り返し周
波数変更ステップとを含むことを特徴とする。　本発明の超音波診断装置の画像処理プロ
グラムは、上述した課題を解決するために、複数の異なるパルス繰り返し周波数の超音波
を走査することで生成された複数の画像データに基づいて、残留多重エコーによる虚像が
発生しているか否かを判定する残留多重エコー虚像発生判定ステップと、残留多重エコー
による虚像が発生している深度を算出する残留多重エコー虚像発生深度算出ステップと、
残留多重エコー虚像発生深度算出ステップの処理により算出された残留多重エコーによる
虚像が発生している深度に基づいて、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制するパルス
繰り返し周波数である残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数を算出する残留
多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出ステップと、超音波を送受信するとき
のパルス繰り返し周波数を変更するパルス繰り返し周波数変更ステップとをコンピュータ
に実行させることを特徴とする。
【００２８】
　本発明の超音波診断装置においては、所定のパルス繰り返し周波数の超音波を送受信し
、受信信号から超音波画像データが生成され、複数の異なるパルス繰り返し周波数の超音
波の送受信で生成された複数の画像データに基づいて、残留多重エコーによる虚像が発生
しているか否かが判定され、残留多重エコーによる虚像が発生している深度が算出され、



(8) JP 4762010 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

算出された残留多重エコーによる虚像が発生している深度に基づいて、残留多重エコーに
よる虚像の発生を抑制するパルス繰り返し周波数である残留多重エコー虚像発生抑制パル
ス繰り返し周波数が算出され、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数が変更さ
れる。
【００２９】
　本発明の超音波診断装置の画像処理方法および画像処理プログラムにおいては、複数の
異なるパルス繰り返し周波数の超音波を走査することで生成された複数の画像データに基
づいて、残留多重エコーによる虚像が発生しているか否かが判定され、残留多重エコーに
よる虚像が発生している深度が算出され、算出された残留多重エコーによる虚像が発生し
ている深度に基づいて、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制するパルス繰り返し周波
数である残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数が算出され、超音波を送受信
するときのパルス繰り返し周波数が変更される。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制しつつ、残留多重エコーによ
る虚像が発生している領域か否かに応じて好適なフレームレートに変更することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００３２】
　図２は、本発明を適用した超音波診断装置１の内部の構成を表している。
【００３３】
　超音波診断装置１は、本体１１、その本体１１に電気ケーブルを介して接続されている
超音波プローブ１２、入力部１３、および表示部１４により構成されている。
【００３４】
　図２に示されるように、超音波診断装置１の本体１１は、制御部２１、送信部２２、受
信部２３、画像データ生成部２４、データ記憶部２５、演算部２６、残留多重エコー虚像
発生抑制部２７、およびDSC（Digital Scan Converter）２８により構成されている。
【００３５】
　制御部２１は、CPU(Central Processing Unit)またはMPU（Micro Processing Unit）な
どからなり、種々の制御信号を生成し、各部に供給することにより超音波診断装置１の駆
動を総括的に制御する。
【００３６】
　送信部２２は、レートパルス発生器、送信遅延回路、およびパルサ（いずれも図示せず
）からなり、レートパルス発生器は、制御部２１から供給された制御信号に基づいて被検
体の内部に入射する超音波パルスのパルス繰り返し周波数を決定するレートパルスを発生
し、送信遅延回路に供給する。また、送信遅延回路は、送信時における超音波ビームの収
束距離や偏向角度を設定するための遅延回路であり、制御部２１から供給される制御信号
に基づいて、送信時における超音波ビームの焦点位置と偏向角度が所定の焦点位置と偏向
角度となるように、レートパルス発生器から供給されたレートパルスに遅延時間を加え、
パルサに供給する。さらに、パルサは、超音波振動子を駆動するための高圧パルスを生成
する駆動回路であり、送信遅延回路から供給されたレートパルスに基づいて、超音波振動
子を駆動するための高圧パルスを生成し、生成された高圧パルスを超音波プローブ１２に
出力する。
【００３７】
　受信部２３は、プリアンプ、受信遅延回路、および加算器（いずれも図示せず）からな
り、プリアンプは、超音波プローブ１２から被検体に供給された超音波パルスの反射波に
基づく受信信号を取得し、取得された受信信号を所定のレベルまで増幅し、増幅された受
信信号を受信遅延回路に供給する。



(9) JP 4762010 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

【００３８】
　受信遅延回路は、制御部２１から供給される制御信号に基づいて、プリアンプから供給
された増幅後の受信信号に各超音波振動子のフォーカス位置からの超音波の伝播時間の差
に対応する遅延時間を与え、加算器に供給する。加算器は、受信遅延回路から供給された
各超音波振動子からの受信信号を加算し、加算された受信信号を画像データ生成部２４に
供給する。
【００３９】
　画像データ生成部２４は、Bモード処理部３１とドプラモード処理部３２により構成さ
れている。Bモード処理部３１は、対数増幅器、包絡線検波回路、およびTGC（Time Gain 
Control）回路（いずれも図示せず）からなり、制御部２１から供給された制御信号に基
づいて、以下の処理を行う。
【００４０】
　すなわち、Bモード処理部３１の対数増幅器は、受信部２３から供給された受信信号を
対数増幅し、対数増幅された受信信号を包絡線検波回路に供給する。包絡線検波回路は、
超音波周波数成分を除去して振幅のみを検出するための回路であり、対数増幅器から供給
された受信信号について包絡線を検波し、検波された受信信号をTGC回路に供給する。TGC
回路は、包絡線検波回路から供給された受信信号の強度を最終的な画像の輝度が均一にな
るように調整し、Bモード画像データを生成し、生成されたBモード画像データをデータ記
憶部２５に供給する。
【００４１】
　データ記憶部２５は、Bモード処理部３１とドプラモード処理部３２から供給されたBモ
ード画像データとドプラモード画像データを取得し、取得されたBモード画像データとド
プラモード画像データを記憶する。また、データ記憶部２５は、制御部２１からの指示に
従い、必要に応じて、記憶されているBモード画像データとドプラモード画像データをDSC
２８に供給する。さらに、データ記憶部２５は、演算部２６において演算された演算結果
を記憶し、必要に応じて、記憶されている演算結果を表示部１４に供給する。
【００４２】
　また、データ記憶部２５は、残留多重エコー虚像発生抑制部２７のパルス繰り返し周波
数変更部３６から供給された変更結果を記憶する。
【００４３】
　演算部２６は、データ記憶部２５に記憶されている複数の画像データの中から所望の画
像データを読み出し、読み出された画像データに基づいて特徴点を抽出し、その抽出結果
をデータ記憶部２５に供給する。また、演算部２６は、データ記憶部２５に記憶されてい
る複数の画像データの中から所望の画像データを読み出し、読み出された画像データに基
づいて特徴点の追跡演算を行い、追跡演算結果に基づいて被検体の診断部位における各種
パラメータを算出し、その算出結果をデータ記憶部２５に供給する。
【００４４】
　残留多重エコー虚像発生抑制部２７は、残留多重エコー虚像発生判定部３３、残留多重
エコー虚像発生深度・領域算出部３４、残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波
数算出部３５、およびパルス繰り返し周波数変更部３６からなり、残留多重エコー虚像発
生判定部３３は、データ記憶部２５に記憶されているBモード画像データなどに基づいて
残留多重エコー虚像が発生しているか否かを判定し、その判定結果を残留多重エコー虚像
発生深度・領域算出部３４とパルス繰り返し周波数変更部３６に供給する。
【００４５】
　残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部３４は、残留多重エコー虚像発生判定部３３
から供給された判定結果に基づいて、残留多重エコーによる虚像が発生している深度や領
域を算出し、算出結果を残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出部３５と
パルス繰り返し周波数変更部３６に供給する。
【００４６】
　残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出部３５は、残留多重エコー虚像
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発生深度・領域算出部３４から供給された算出結果に基づいて、残留多重エコーによる虚
像の発生を抑制するパルス繰り返し周波数である残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り
返し周波数を算出し、算出結果をパルス繰り返し周波数変更部３６に供給する。
【００４７】
　パルス繰り返し周波数変更部３６は、残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部３４と
残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出部３５から供給された算出結果に
基づいて、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を、算出された残留多重エコ
ー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数あるいは最高パルス繰り返し周波数に変更し、その
変更結果をデータ記憶部２５と制御部２１に供給する。
【００４８】
　DSC２８は、データ記憶部２５から供給されたBモード画像データとドプラモード画像デ
ータを取得し、取得されたBモード画像データとドプラモード画像データを、超音波スキ
ャンの走査線信号列からビデオフォーマットの走査線信号列に変換し、表示部１４に供給
する。
【００４９】
　また、超音波プローブ１２は、本体１１に電気ケーブルを介して接続されており、被検
体の表面に対してその前面を接触させ超音波の送受信を行う超音波トランスジューサであ
り、１次元にアレイ配列あるいは２次元にマトリクス配列された微小な超音波振動子（図
示せず）をその先端部分に有している。この超音波振動子は圧電振動子としての電気音響
変換素子である。超音波プローブ１２は、送信時には本体１１の送信部２２から入力され
た電気パルスを超音波パルス（送信超音波）に変換し、また受信時には被検体により反射
された反射波を電気信号に変換し、本体１１に出力する。
【００５０】
　入力部１３は、電気ケーブルを介して本体１１と接続され、操作パネル上に、オペレー
タが残留多重エコー虚像発生抑制処理（図４と図５を参照して後述する）を開始させる指
示をするための残留多重エコー虚像発生抑制処理ボタンの他、オペレータの種々の指示を
入力するための表示パネル、キーボード、トラックボール、マウスなどの入力デバイスを
有しており、患者情報、計測パラメータ、物理パラメータ、テンプレートサイズ、および
、画像演算に用いる画像の時相や格子間隔などをオペレータが入力するために用いられる
。
【００５１】
　表示部１４は、ケーブルを介して本体１１のDSC２８と接続され、図示せぬLCD(Liquid 
Crystal Display)や図示せぬCRT(Cathode Ray Tube)が設けられており、超音波スキャン
の走査線信号列からビデオフォーマットの走査線信号列に変換されたDSC２８からのBモー
ド画像データとドプラモード画像データなどを取得し、取得されたBモード画像データと
ドプラモード画像データなどを図示せぬLCDや図示せぬCRTに表示する。
【００５２】
　次に、図３のフローチャートを参照して、図２の超音波診断装置１における残留多重エ
コー虚像発生抑制前パルス繰り返し周波数設定処理について説明する。
【００５３】
　ステップＳ１において、制御部２１は、オペレータが入力部１３を操作することにより
表示部１４に表示される画像の表示倍率が入力されたか否かを判定し、オペレータが入力
部１３を操作することにより表示部１４に表示される画像の表示倍率が入力されたと判定
されるまで待機する。
【００５４】
　ステップＳ１においてオペレータが入力部１３を操作することにより表示部１４に表示
される画像の表示倍率が入力されたと判定された場合、制御部２１はステップＳ２で、入
力部１３から供給されたオペレータの指示に対応した画像表示倍率指示信号に基づいて、
オペレータが要求する超音波の送受信を行う画像表示倍率に応じた表示深度を算出する。
【００５５】
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　ステップＳ３において、制御部２１は、ステップＳ２の処理において算出された表示深
度の算出結果に基づいて、残留多重エコー虚像発生抑制処理前に超音波を送受信するとき
のパルス繰り返し周波数である残留多重エコー虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数
を、予め設定されている割合に応じて算出する。すなわち、残留多重エコー虚像発生抑制
処理前パルス繰り返し周波数は、残留多重エコーによる虚像の発生を多少抑制するため、
オペレータが求めるBモード断層画像の表示深度（以下、「設定表示深度」という。）に
応じた最高パルス繰り返し周波数（［数２］より求まるパルス繰り返し周波数）よりも所
定の値低くなるように予め固定値として設定されており、その設定された固定値が算出す
る。
【００５６】
　ステップＳ４において、制御部２１は、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波
数を、算出された残留多重エコー虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数に設定する。
これにより、残留多重エコー虚像発生抑制処理（図４と図５を参照して後述する）を行う
前においては、設定表示深度に応じた最高パルス繰り返し周波数よりも所定の値低い残留
多重エコー虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数で超音波の送受信が行われる。なお
、上述したように、残留多重エコーによる虚像が発生しやすい領域と、残留多重エコーに
よる虚像が発生しにくい領域があるため、最高パルス繰り返し周波数よりも所定の値低く
設定されたとしても、超音波を走査する領域によっては残留多重エコーによる虚像が発生
してしまうことがある。
【００５７】
　制御部２１は、設定された残留多重エコー虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数の
データである残留多重エコー虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数データをデータ記
憶部２５に供給する。
【００５８】
　ステップＳ５において、データ記憶部２５は、制御部２１から供給された残留多重エコ
ー虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数データを取得し、取得された残留多重エコー
虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数データを記憶する。
【００５９】
　ステップＳ６において、制御部２１は、ステップＳ４の処理において設定された残留多
重エコー虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数に基づいて、残留多重エコー虚像発生
抑制処理前パルス繰り返し周波数設定制御信号を生成し、送信部２２に供給する。
【００６０】
　その後、送受信部２２のレートパルス発生器（図示せず）においては、制御部２１から
供給された残留多重エコー虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数設定制御信号に基づ
いて、被検体の内部に入射する超音波パルスのパルス繰り返し周波数を、設定表示深度に
応じた最高パルス繰り返し周波数よりも所定の値低い残留多重エコー虚像発生抑制処理前
パルス繰り返し周波数に決定するレートパルスが発生される。この設定処理以降、オペレ
ータにより超音波プローブ１２の先端（超音波送受信面）が被検体の体表面上の所定の位
置に固定され、設定された残留多重エコー虚像発生抑制処理前パルス繰り返し周波数の超
音波の送受信により、所定の時相における画像データの生成が開始される。
【００６１】
　図４と図５のフローチャートを参照して、図２の超音波診断装置１における残留多重エ
コー虚像発生抑制処理について説明する。この処理は、残留多重エコー虚像発生抑制前パ
ルス繰り返し周波数設定処理により設定されたパルス繰り返し周波数の超音波の送受信に
より生成された画像データに、残留多重エコーによる虚像がすでに発生している場合、あ
るいは、オペレータが残留多重エコーによる虚像が発生しそうであると予想した場合に、
オペレータが残留多重エコー虚像発生抑制ボタンを操作することにより開始される。
【００６２】
　ステップＳ１１において、制御部２１は、オペレータが入力部１３の図示せぬ残留多重
エコー虚像発生抑制ボタンを操作することにより残留多重エコー虚像発生抑制処理を開始
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するとの指示がなされたか否かを判定し、残留多重エコー虚像発生抑制処理を開始すると
の指示がなされたと判定されるまで待機する。
【００６３】
　ステップＳ１１において残留多重エコー虚像発生抑制処理を開始するとの指示がなされ
たと判定された場合、制御部２１はステップＳ１２で、第１超音波送信制御信号と第１超
音波受信制御信号を生成し、それぞれ、送信部２２と受信部２３に供給する。ここで、第
１超音波送信制御信号には、オペレータが入力部１３を操作することにより入力された画
像の表示倍率に基づいて算出される設定表示深度に応じた最高パルス繰り返し周波数で超
音波が送信されるための制御信号が含まれており、第１超音波受信制御信号には、オペレ
ータが入力部１３を操作することにより入力された画像の表示倍率に基づいて算出される
設定表示深度に応じた最高パルス繰り返し周波数で超音波が受信されるための制御信号が
含まれている。
【００６４】
　ステップＳ１３において、送信部２２は、制御部２１から供給された第１超音波送信制
御信号に基づいて、超音波ビームを被検体に送信する。すなわち、送信部２２のレートパ
ルス器は、制御部２１から供給された第１超音波送信制御信号に基づいて、被検体の内部
に入射する超音波パルスのパルス繰り返し周波数が設定表示深度に応じた最高パルス繰り
返し周波数になるように決定するレートパルスを発生し、送信遅延回路に供給する。また
、送信遅延回路は、制御部２１から供給される第１超音波送信制御信号に基づいて、送信
時における超音波ビームの焦点位置と偏向角度が所定の焦点位置と偏向角度（θ１）とな
るように、レートパルス発生器から供給されたレートパルスに遅延時間を加え、パルサに
供給する。さらに、パルサは、送信遅延回路から供給されたレートパルスに基づいて、超
音波振動子を駆動するための高圧パルスを生成し、生成された高圧パルスを超音波プロー
ブ１２に出力する。超音波プローブ１２は、送信部２２から入力された高圧パルス（電気
パルス）を超音波パルスに変換し、変換された超音波パルスを被検体に送信する。被検体
内に送信された超音波の一部は、音響インピーダンスの異なる被検体内の臓器間の境界面
あるいは組織にて反射される。
【００６５】
　ステップＳ１４において、超音波プローブ１２は、被検体により反射された反射波を電
気信号に変換し、本体１１に出力する。ステップＳ１５において、受信部２３は、制御部
２１から供給された第１超音波受信制御信号に基づいて、超音波プローブ１２から入力さ
れた受信信号を増幅し、所定の遅延時間を付加して、画像データ生成部２４に供給する。
すなわち、受信部２３のプリアンプは、超音波プローブ１２から被検体に入力された超音
波の反射波に基づく受信信号を取得し、取得された受信信号を所定のレベルまで増幅し、
増幅された受信信号を受信遅延回路に供給する。
【００６６】
　受信部２３の受信遅延回路は、制御部２１から供給された第１超音波受信制御信号に基
づいて、プリアンプから供給された増幅後の受信信号に各超音波振動子のフォーカス位置
からの超音波の伝播時間の差に対応する遅延時間を与え、加算器に供給する。加算器は、
受信遅延回路から供給された各超音波振動子からの受信信号を加算し、加算された受信信
号を画像データ生成部２４に供給する。
【００６７】
　ステップＳ１６において、画像データ生成部２４のBモード処理部３１とドプラモード
処理部３２は、受信部２３から供給された受信信号に種々の処理を施し、θ１方向の第１
Bモード画像データと第１ドプラモード画像データを生成し、生成されたθ１方向の第１B
モード画像データと第１ドプラモード画像データをデータ記憶部２５に供給する。
【００６８】
　ステップＳ１７において、データ記憶部２５は、画像データ生成部２４のBモード処理
部３１とドプラモード処理部３２から供給されたθ１方向の第１Bモード画像データと第
１ドプラモード画像データを取得し、取得されたθ１方向の第１Bモード画像データと第
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１ドプラモード画像データを記憶する。
【００６９】
　次に、超音波の送受信方向をΔθずつ順次更新させながらθ１＋（Ｎ－１）Δθまで変
更してＮ方向の走査によって上記と同様な手順で超音波の送受信を行い、被検体内をリア
ルタイム走査する。このとき、制御部２１は、その制御信号によって送信部２２の送信遅
延回路と受信部２３の受信遅延回路の遅延時間を、所定の超音波送受信方向に対応させて
順次切り替えさせながら、θ１＋Δθ乃至θ１＋（Ｎ－１）Δθ方向の第１Bモード画像
データと第１ドプラモード画像データの各々を生成させる。
【００７０】
　また、データ記憶部２５は、生成されたθ１＋Δθ乃至θ１＋（Ｎ－１）Δθ方向の第
１Bモード画像データと第１ドプラモード画像データを、すでに記憶されているθ１方向
の第１Bモード画像データと第１ドプラモード画像データとともに、所定の時相の２次元
の第１Bモード画像データと第１ドプラモード画像データとして記憶する。
【００７１】
　例えば、図６[A]に示されるように、データ記憶部２５には、オペレータが入力部１３
を操作することにより入力された画像の表示倍率に基づいて算出される設定表示深度に応
じた最高パルス繰り返し周波数で超音波が送信されたときの、所定の時相の２次元の第１
Bモード画像データが記憶される。
【００７２】
　図６[A]に示された例の場合、オペレータが入力部１３を操作することにより入力され
た画像の表示倍率に基づいて算出される設定表示深度に応じた最高パルス繰り返し周波数
で超音波が送信されているため、すでに送信された超音波の設定表示深度よりも深い領域
からの反射信号と、新たな超音波の設定表示深度よりも浅い近距離からの反射信号とが混
在した信号を受信することとなり、残留多重エコーによる虚像が発生しやすくなる。特に
、被検体の体内の深いところに超音波を強く反射する強反射体があるような場合や、オペ
レータが被検体の心臓などを診断する場合においては、超音波が被検体の体内において十
分減衰できず、残留多重エコーによる虚像が発生しやすい。図６[A]に示された例の場合
、断層画像iの上部近傍に、残留多重エコーによる虚像である断層画像gと断層画像hが表
示されてしまっている。
【００７３】
　ステップＳ１８において、制御部２１は、第２超音波送信制御信号と第２超音波受信制
御信号を生成し、それぞれ、送信部２２と受信部２３に供給する。ここで、第２超音波送
信制御信号には、オペレータが入力部１３を操作することにより入力された画像の表示倍
率に基づいて算出される設定表示深度に応じた最高パルス繰り返し周波数の１/２倍のパ
ルス繰り返し周波数（最高パルス繰り返し周波数よりも十分に低いパルス繰り返し周波数
）で超音波が送信されるための制御信号が含まれており、第２超音波受信制御信号には、
オペレータが入力部１３を操作することにより入力された画像の表示倍率に基づいて算出
される設定表示深度に応じた最高パルス繰り返し周波数の１/２倍のパルス繰り返し周波
数（最高パルス繰り返し周波数よりも十分に低いパルス繰り返し周波数）で超音波が受信
されるための制御信号が含まれている。付言すれば、最高パルス繰り返し周波数の１/２
倍のパルス繰り返し周波数で超音波を送受信した場合には、最高パルス繰り返し周波数で
超音波を送受信した場合に生成される画像と比較すると、２倍の深度までの画像が生成さ
れる。
【００７４】
　なお、第２超音波送信制御信号と第２超音波受信制御信号に、最高パルス繰り返し周波
数の１/２倍以下のパルス繰り返し周波数（例えば、最高パルス繰り返し周波数の１/３倍
のパルス繰り返し周波数など）で超音波が送受信されるための制御信号が含まれるように
してもよい。
【００７５】
　ステップＳ１９において、送信部２２は、制御部２１から供給された第２超音波送信制
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御信号に基づいて、超音波ビームを被検体に送信する。すなわち、送信部２２のレートパ
ルス器は、制御部２１から供給された第１超音波送信制御信号に基づいて、被検体の内部
に入射する超音波パルスのパルス繰り返し周波数が設定表示深度に応じた最高パルス繰り
返し周波数の１/２倍のパルス繰り返し周波数になるように決定するレートパルスを発生
し、送信遅延回路に供給する。
【００７６】
　また、送信遅延回路は、制御部２１から供給される第２超音波送信制御信号に基づいて
、送信時における超音波ビームの焦点位置と偏向角度が所定の焦点位置と偏向角度（θ１
）となるように、レートパルス発生器から供給されたレートパルスに遅延時間を加え、パ
ルサに供給する。パルサは、送信遅延回路から供給されたレートパルスに基づいて、超音
波振動子を駆動するための高圧パルスを生成し、生成された高圧パルスを超音波プローブ
１２に出力する。超音波プローブ１２は、送信部２２から入力された高圧パルス（電気パ
ルス）を超音波パルスに変換し、変換された超音波パルスを被検体に送信する。被検体内
に送信された超音波の一部は、音響インピーダンスの異なる被検体内の臓器間の境界面あ
るいは組織にて反射される。
【００７７】
　ステップＳ２０において、超音波プローブ１２は、被検体により反射された反射波を電
気信号に変換し、本体１１に出力する。ステップＳ２１において、受信部２３は、制御部
２１から供給された第２超音波受信制御信号に基づいて、超音波プローブ１２から入力さ
れた超音波の反射波に基づく受信信号を増幅し、所定の遅延時間を付加して、画像データ
生成部２４に供給する。すなわち、受信部２３のプリアンプは、超音波プローブ１２から
被検体に入力された超音波の反射波に基づく受信信号を取得し、取得された受信信号を所
定のレベルまで増幅し、増幅された受信信号を受信遅延回路に供給する。
【００７８】
　受信部２３の受信遅延回路は、制御部２１から供給された第２超音波受信制御信号に基
づいて、プリアンプから供給された増幅後の受信信号に各超音波振動子のフォーカス位置
からの超音波の伝播時間の差に対応する遅延時間を与え、加算器に供給する。加算器は、
受信遅延回路から供給された各超音波振動子からの受信信号を加算し、加算された受信信
号を画像データ生成部２４に供給する。
【００７９】
　ステップＳ２２において、画像データ生成部２４のBモード処理部３１とドプラモード
処理部３２は、受信部２３から供給された受信信号に種々の処理を施し、θ１方向の第２
Bモード画像データと第２ドプラモード画像データを生成し、生成されたθ１方向の第２B
モード画像データと第２ドプラモード画像データをデータ記憶部２５に供給する。
【００８０】
　ステップＳ２３において、データ記憶部２５は、画像データ生成部２４のBモード処理
部３１とドプラモード処理部３２から供給されたθ１方向の第２Bモード画像データと第
２ドプラモード画像データを取得し、取得されたθ１方向の第２Bモード画像データと第
２ドプラモード画像データを記憶する。
【００８１】
　次に、超音波の送受信方向をΔθずつ順次更新させながらθ１＋（Ｎ－１）Δθまで変
更してＮ方向の走査によって上記と同様な手順で超音波の送受信を行い、被検体内をリア
ルタイム走査する。このとき、制御部２１は、その制御信号によって送信部２２の送信遅
延回路と受信部２３の受信遅延回路の遅延時間を、所定の超音波送受信方向に対応させて
順次切り替えさせながら、θ１＋Δθ乃至θ１＋（Ｎ－１）Δθ方向の第２Bモード画像
データと第２ドプラモード画像データの各々を生成させる。また、データ記憶部２５は、
生成されたθ１＋Δθ乃至θ１＋（Ｎ－１）Δθ方向の第２Bモード画像データと第２ド
プラモード画像データを、すでに記憶されているθ１方向の第２Bモード画像データと第
２ドプラモード画像データとともに、所定の時相の２次元の第２Bモード画像データと第
２ドプラモード画像データとして記憶する。
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【００８２】
　例えば、図６[B]に示されるように、データ記憶部２５には、オペレータが入力部１３
を操作することにより入力された画像の表示倍率に基づいて算出される設定表示深度に応
じた最高パルス繰り返し周波数の１/２倍のパルス繰り返し周波数で超音波が送信された
ときの、所定の時相の２次元の第２Bモード画像データが記憶されている。
【００８３】
　図６[B]に示された例の場合、オペレータが入力部１３を操作することにより入力され
た画像の表示倍率に基づいて算出される設定表示深度に応じた最高パルス繰り返し周波数
の１/２倍のパルス繰り返し周波数で超音波が送信されているため、被検体の体内で超音
波が十分減衰し、残留多重エコーによる虚像は発生しにくい。図６[B]に示された例の場
合、図６[A]に示された例の場合では残留多重エコーによる虚像として断層画像iの上部近
傍に表示されてしまった断層画像gと断層画像hに対応する断層画像kと断層画像lが、設定
表示深度よりも深い本来の正しい深度・領域に表示されており、残留多重エコーによる虚
像は発生していない。
【００８４】
　ステップＳ２４において、残留多重エコー虚像発生抑制部２７の残留多重エコー虚像発
生判定部３３は、データ記憶部２５に記憶されている第１Bモード画像データ（図６[A]）
と第２Bモード画像データ（図６[B]）を読み出す。ステップＳ２５において、残留多重エ
コー虚像発生判定部３３は、読み出された第１Bモード画像データと第２Bモード画像デー
タに基づいて、両画像間の差分をとる。すなわち、図６[B]の第２Bモード画像データに基
づいて、オペレータにより予め設定された設定表示深度まで画像を切り出し、図６[A]の
第１Bモード画像データと比較し、２枚の画像の輝度情報の差分をとる。
【００８５】
　ここで、２枚の画像の輝度情報から差として抽出される部分は、２つ考えられる。１つ
には、２枚の画像は全く同じ時相で超音波が走査されて生成された画像ではなく、多少の
時間差があるため、例えば、その時間差の間に被検体が体動するなどにより超音波の走査
領域がわずかに移動する場合があり、そのような場合、２つの画像の輝度情報に差が生じ
ることがある。２つには、２枚の画像間においては、超音波を送受信するときのパルス繰
り返し周波数が大きく異なるため、一方の画像にのみ残留多重エコーによる虚像が発生し
ている場合には、２つの画像の輝度情報に差が生じることがある。
【００８６】
　残留多重エコーによる虚像における輝度は、一般に、周囲の画像の輝度よりも相対的に
高く、特に、被検体の体内の深いところに超音波を強く反射する強反射体があるような場
合においては、被検体の体内で減衰しているにもかかわらず超音波の反射信号として受信
されているため、周囲の画像の輝度よりも高い傾向にある。従って、画像の輝度情報の差
として抽出される２つの部分のうち、残留多重エコーによる虚像が発生している場合（後
者）においては、２枚の画像の輝度情報から抽出される差は大きくなる。一方、被検体が
体動するなどにより超音波の走査領域がわずかに移動したような場合（前者）には、走査
領域の移動もわずかであるため、２枚の画像の輝度情報から抽出される差は小さい。
【００８７】
　例えば、図６[A]と図６[B]の第１Bモード画像データと第２Bモード画像データに基づい
て両画像間の差分をとると、図７に示されるような差分画像が得られる。図７の例の場合
、差分画像の断層画像mと断層画像nが、図６[A]の画像と図６[B]の画像の輝度情報の差分
をとったときにおける図６[A]の断層画像gと断層画像hに対応する画像である。
【００８８】
　従って、２枚の画像の差分をとった場合、一方の画像に残留多重エコーによる虚像が発
生しているときに輝度情報の差分として抽出される輝度差の閾値（基準値）を予め設定す
るようにすれば、残留多重エコーによる虚像が発生しているか否かを判定することができ
る。
【００８９】
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　なお、２枚の画像の差分をとった場合、残留多重エコーによる虚像となることなく正し
い深度と位置に表示された部分（図６[A]の断層画像iと図６[B]の断層画像j）は、輝度情
報としてほとんど差異がないため、相殺されてしまい、２枚の画像の輝度情報から差とし
ては抽出されない。
【００９０】
　ステップＳ２６において、残留多重エコー虚像発生判定部３３は、差分画像（図７）に
、予め設定された所定の基準値より大きい輝度差の部分があるか否かを判定する。
【００９１】
　ステップＳ２６において差分画像に予め設定された所定の基準値より大きい輝度差の部
分があると判定された場合、残留多重エコー虚像発生判定部３３はステップＳ２７で、現
在オペレータが診断している所定の部位において残留多重エコーによる虚像が発生してい
ると判定し、その判定結果に基づいて、現在オペレータが診断している所定の部位におい
て残留多重エコーによる虚像が発生している旨の指示を残留多重エコー虚像発生深度・領
域算出部３４に供給する。また、残留多重エコー虚像発生判定部３３は、第１Bモード画
像データと第２Bモード画像データの差分画像を、残留多重エコー虚像発生深度・領域算
出部３４に供給する。
【００９２】
　ステップＳ２８において、残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部３４は、残留多重
エコー虚像発生判定部３３から供給された第１Bモード画像データと第２Bモード画像デー
タの差分画像を取得し、残留多重エコー虚像発生判定部３３から供給された残留多重エコ
ーによる虚像が発生している旨の指示に従い、取得された第１Bモード画像データと第２B
モード画像データの差分画像に基づいて、残留多重エコーによる虚像が発生している最大
深度を算出する。具体的には、図７に示されるように、差分画像に存在する、残留多重エ
コーによる虚像に対応する断層画像nの被検体の体表面からの最大深度Dを算出する。
【００９３】
　ここで、図６[A]と図６[B]に示されるように、被検体の体表面から残留多重エコーによ
る虚像として最も深い所に表示されている断層画像hまでの距離DAと、設定表示深度から
正しい深度と位置に表示されている断層画像lまでの距離DBは、一般的に、ほとんど同じ
値を示す。
【００９４】
　また、図７の差分画像は図６[A]と図６[B]の画像の差分であるため、被検体の体表面か
ら残留多重エコーによる虚像として最も深い所に表示されている断層画像hまでの距離DA
と、差分画像に存在する残留多重エコーによる虚像に対応する断層画像nの被検体の体表
面からの最大深度Dとは同じ値を示す。従って、差分画像に存在する、残留多重エコーに
よる虚像に対応する断層画像nの被検体の体表面からの最大深度Dを算出することで、図６
[B]の断層画像lを正しい深度と位置に表示させて残留多重エコーによる虚像の発生を抑制
する残留多重エコー虚像発生抑制表示深度を（設定表示深度＋断層画像nの被検体の体表
面からの最大深度D）と算出することができるとともに、算出された残留多重エコー虚像
発生抑制表示深度に応じたパルス繰り返し周波数を算出することができる。
【００９５】
　残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部３４は、算出された残留多重エコーによる虚
像が発生している最大深度のデータである残留多重エコー虚像発生最大深度データを残留
多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出部３５に供給する。
【００９６】
　ステップＳ２９において、残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出部３
５は、残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部３４から供給された残留多重エコー虚像
発生最大深度データに基づいて、オペレータが要求する部位において残留多重エコーによ
る虚像の発生を抑制する残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数を、［数３］
に従い算出する。  
　　［数３］
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　　残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数＝最高パルス繰り返し周波数－｛
伝播音速度/（残留多重エコーによる虚像が発生している最大深度＋α）｝
【００９７】
　なお、一般に、被検体の体内の深いところに超音波を強く反射する強反射体があるよう
な場合、発生する残留多重エコーによる虚像の深度や位置などは、ほとんど変わらないが
、被検体の体動や超音波プローブの接触させる位置などの診断環境の変化により多少のず
れは生じてくる。仮に、図６[B]の断層画像lを正しい深度と位置に表示させるぎりぎりの
パルス繰り返し周波数を、残留多重エコー虚像抑制パルス繰り返し周波数として算出する
ようにしてしまうと、被検体の体動や超音波プローブの接触させる位置などの診断環境の
変化により、残留多重エコーによる虚像が画面に表示されたり、表示されなかったりする
。このようなことは、オペレータが診断するときの妨げとなる。
【００９８】
　そこで、［数３］においては、オペレータが要求する部位において残留多重エコーによ
る虚像の発生の抑制を確実にするために、残留多重エコーによる虚像が発生している最大
深度Dに余白係数αを加えるようにする。これにより、図８に示されるように、残留多重
エコーによる虚像として表示されてしまう断層画像の表示深度や位置が多少ずれた場合で
あっても、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制することができる。従って、被検体の
体動や超音波プローブの接触させる位置などの診断環境の変化によって生じる、突発的な
残留多重エコーによる虚像が画面に表示されないようにすることができる。
【００９９】
　残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出部３５は、算出された残留多重
エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数のデータである残留多重エコー虚像発生抑制パ
ルス繰り返し周波数データをパルス繰り返し周波数変更部３６に供給する。
【０１００】
　ステップＳ３０において、パルス繰り返し周波数変更部３６は、残留多重エコー虚像発
生抑制パルス繰り返し周波数算出部３５から供給された残留多重エコー虚像発生抑制パル
ス繰り返し周波数データを取得し、取得された残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返
し周波数データに基づいて、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を、残留多
重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更する。
【０１０１】
　ステップＳ２６において差分画像に予め設定された所定の基準値より大きい輝度差の部
分はないと判定された場合、残留多重エコー虚像発生判定部３３はステップＳ３１で、現
在オペレータが診断している所定の部位において残留多重エコーによる虚像が発生してい
ないと判定し、その判定結果に基づいて、現在オペレータが診断している所定の部位にお
いて残留多重エコーによる虚像が発生していない旨の指示をパルス繰り返し周波数変更部
３６に供給する。
【０１０２】
　ステップＳ３２において、パルス繰り返し周波数変更部３６は、残留多重エコー虚像発
生判定部３３から供給された残留多重エコーによる虚像が発生していない旨の指示に従い
、データ記憶部２５に記憶されている、オペレータが入力部１３を操作することにより入
力された表示深度に応じた最高パルス繰り返し周波数データを読み出し、読み出された最
高パルス繰り返し周波数データに基づいて、超音波が送受信されるときのパルス繰り返し
周波数を最高パルス繰り返し周波数に変更する。これにより、残留多重エコーによる虚像
が発生しない場合には、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を設定表示深度
における最高パルス繰り返し周波数に変更することができる。従って、不必要なフレーム
レートの低下を抑制し、残留多重エコーによる虚像が発生している領域か否かに応じて、
好適なフレームレートに変更することができる。
【０１０３】
　なお、残留多重エコーによる虚像が発生しない場合、超音波を送受信するときのパルス
繰り返し周波数を設定表示深度における最高パルス繰り返し周波数に変更するようにした
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が、勿論、最高パルス繰り返し周波数よりも低い周波数であって、残留多重エコー虚像発
生抑制パルス繰り返し周波数よりも高い周波数に変更するようにしてもよい。
【０１０４】
　ステップＳ３３において、パルス繰り返し周波数変更部３６は、設定されたパルス繰り
返し周波数のデータであるパルス繰り返し周波数データをデータ記憶部２５と制御部２１
に供給する。データ記憶部２５は、パルス繰り返し周波数変更部３６から供給されたパル
ス繰り返し周波数データを取得し、取得されたパルス繰り返し周波数データを記憶する。
【０１０５】
　ステップＳ３４において、制御部２１は、パルス繰り返し周波数変更部３６から供給さ
れたパルス繰り返し周波数データに基づいて、パルス繰り返し周波数変更制御信号を生成
し、送信部２２に供給する。
【０１０６】
　その後、送受信部２２のレートパルス発生器（図示せず）においては、制御部２１から
供給されたパルス繰り返し周波数変更制御信号に基づいて、被検体の内部に入射する超音
波パルスのパルス繰り返し周波数を、オペレータが要求する部位において残留多重エコー
による虚像の発生を抑制する残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数（残留多
重エコーによる虚像が発生していない場合、最高パルス繰り返し周波数）に決定するレー
トパルスが発生される。
【０１０７】
　この変更処理以降、オペレータは超音波プローブ１２の先端（超音波送受信面）を被検
体の体表面上の所定の位置に固定し、変更された残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り
返し周波数（残留多重エコーによる虚像が発生していない場合、最高パルス繰り返し周波
数）で、超音波を送受信することができる。従って、残留多重エコーによる虚像の発生を
抑制しつつ、残留多重エコーによる虚像が発生している領域か否かに応じて好適なフレー
ムレートに変更することができる。
【０１０８】
　本発明の実施形態に示された超音波診断装置１においては、生成された画像データに残
留多重エコーによる虚像がすでに発生している場合、あるいは、オペレータが残留多重エ
コーによる虚像が発生しそうであると予想した場合に、オペレータが残留多重エコー虚像
発生抑制ボタンを操作することにより開始されるようにしている。これにより、オペレー
タは、診断に合うように残留多重エコー虚像発生抑制処理を開始させることができるだけ
でなく、例えば超音波プローブ１２を頻繁に動かして広範囲を走査する場合（すなわち、
走査対象が明らかに異なる肝臓から腎臓や膀胱に至る範囲を走査する場合）に、被検体の
体動などにより突発的に発生した残留多重エコーによる虚像によって断続的に、かつ、不
適切にフレームレートが変化してしまうことを抑制することができる。勿論、残留多重エ
コー虚像発生抑制処理を常時行うようにしてもよい。
【０１０９】
　ところで、図４と図５のフローチャートを参照して説明した残留多重エコー虚像発生抑
制処理では、残留多重エコーによる虚像を確実に抑制することができるが、フレームレー
トが極端に低下する可能性がある。そこで、差分画像（図７）において残留多重エコーに
よる虚像があると判定された領域に関する走査線のみ、超音波を送受信するときの残留多
重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更し、その他の領域に関する走査線では
超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を最高パルス繰り返し周波数変更するよ
うにしてもよい。この場合における残留多重エコー虚像発生抑制処理は、図９と図１０の
フローチャートに示されている。
【０１１０】
　図９と図１０のフローチャートを参照して、図２の超音波診断装置における他の残留多
重エコー虚像発生抑制処理について説明する。なお、図９と図１０のステップＳ４１乃至
Ｓ５９、およびステップＳ６２乃至Ｓ６５の処理は、図４と図５のステップＳ１１乃至Ｓ
２９、およびステップＳ３１乃至Ｓ３４の処理と同様であり、その説明は繰り返しになる
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ので省略する。
【０１１１】
　ステップＳ６０において、残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部３４は、取得され
た第１Bモード画像データと第２Bモード画像データの差分画像に基づいて、残留多重エコ
ーによる虚像が発生している領域である残留多重エコー虚像発生領域を算出する。図７の
例の場合、残留多重エコーによる虚像に対応する断層画像nと断層画像mは、残留多重エコ
ー虚像発生領域Mに存在している。
【０１１２】
　残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部３４は、算出された残留多重エコー虚像発生
領域のデータである残留多重エコー虚像発生領域データをパルス繰り返し周波数変更部３
６に供給する。
【０１１３】
　ステップＳ６１において、パルス繰り返し周波数変更部３６は、残留多重エコー虚像発
生深度・領域算出部３４から供給された残留多重エコー虚像発生領域データと、残留多重
エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出部３５から供給された残留多重エコー虚像
発生抑制パルス繰り返し周波数データを取得し、取得された残留多重エコー虚像発生領域
データと残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数データに基づいて、残留多重
エコーによる虚像が発生している領域に関する走査線では、超音波を送受信するときのパ
ルス繰り返し周波数を、残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更し、残
留多重エコーによる虚像が発生している領域に関しない走査線では、超音波を送受信する
ときのパルス繰り返し周波数を、最高パルス繰り返し周波数に変更する。
【０１１４】
　具体的には、図１１に示されるように、残留多重エコー虚像発生領域Mに関する走査線
においては、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数が、残留多重エコー虚像発
生抑制パルス繰り返し周波数に変更され、残留多重エコー虚像発生領域M以外の領域に関
する走査線においては、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数が最高パルス繰
り返し周波数に変更される。
【０１１５】
　これにより、残留多重エコーによる虚像が発生していると判定された場合において、全
領域に関する走査線について残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更す
るよりも、フレームレートの低下を抑えることができる。これにより、残留多重エコーに
よる虚像の発生を抑制しつつ、残留多重エコー虚像が発生している領域か否かに応じて、
好適なフレームレートにさらに変更することができる。
【０１１６】
　なお、本発明の実施形態に示された超音波診断装置１においては、残留多重エコーによ
る虚像が発生していると判定された場合、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波
数を、残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更するようにしたが、表示
される全表示画面内において残留多重エコーによる虚像が占める面積を算出し、算出され
た残留多重エコーによる虚像が占める面積が所定の割合よりも大きいときにのみ、残留多
重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数を算出し、超音波を送受信するときのパルス
繰り返し周波数を、算出された残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更
するようにしてもよい。この場合における残留多重エコー虚像発生抑制処理は、図１２と
図１３に示されている。
【０１１７】
　図１２と図１３のフローチャートを参照して、図２の超音波診断装置１における他の残
留多重エコー虚像発生抑制処理について説明する。なお、図１２図１３のステップＳ７１
乃至Ｓ８８、ステップＳ９１乃至Ｓ９６の処理は、図４と図５のステップＳ１１乃至Ｓ２
６、およびステップＳ２７乃至Ｓ３４の処理と同様であり、その説明は繰り返しになるの
で省略する。
【０１１８】
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　ステップＳ８９において差分画像に予め設定された所定の基準値より大きい輝度差の部
分があると判定された場合、残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部３５は、発生して
いる残留多重エコーによる虚像が全表示画像（差分画像）において占める領域面積の割合
である残留多重エコー虚像発生領域面積割合を算出する。図７の例の場合、差分画像全体
において、断層画像nと断層画像mが占める領域面積の割合である残留多重エコー虚像発生
領域面積割合が算出される。
【０１１９】
　ステップＳ８９において、残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部３５は、算出され
た残留多重エコー虚像発生領域面積割合が予め設定された所定の基準値より大きいか否か
を判定する。
【０１２０】
　ステップＳ８９において算出された残留多重エコー虚像発生領域面積割合が予め設定さ
れた所定の基準値より大きいと判定された場合、処理はステップＳ９１に進み、残留多重
エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数が算出される。
【０１２１】
　ステップＳ８９において算出された残留多重エコー虚像発生領域面積割合が予め設定さ
れた所定の基準値より大きくないと判定された場合（すなわち、発生している残留多重エ
コーによる虚像が全表示画像において占める領域面積の割合が所定の基準値よりも小さい
と判定された場合）、パルス繰り返し周波数変更部３６はステップＳ９７で、残留多重エ
コー深度・領域算出部３４から供給された残留多重エコー虚像発生領域面積割合が予め設
定された所定の基準値より大きくないとの旨の指示に従い、データ記憶部２５に記憶され
ている最高パルス繰り返し周波数データを読み出し、読み出された最高パルス繰り返し周
波数データに基づいて、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を、最高パルス
繰り返し周波数に変更する。
【０１２２】
　これにより、残留多重エコーによる虚像が発生していても、発生した残留多重エコーに
よる虚像がわずかであるため、表示される全表示画面内において残留多重エコーによる虚
像が占める面積が小さく、オペレータの診断にそれほど支障がない場合（残留多重エコー
虚像発生抑制処理が不要な場合）に、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を
、残留多重エコーによる虚像の発生を抑制する残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返
し周波数に変更しないようにしたので、フレームレートが不必要に低下することを抑制す
ることができる。
【０１２３】
　なお、算出された残留多重エコー虚像発生領域面積割合が予め設定された所定の基準値
より大きくないと判定された場合、残留多重エコー虚像発生抑制処理をキャンセルするよ
うにしてもよい。
【０１２４】
　また、本発明の実施形態に示された超音波診断装置１においては、残留多重エコーによ
る虚像が発生しているか否かを、差分画像に基づいて輝度差が予め設定された所定の基準
値より大きいか否かにより判定するようにしたが、例えば、差分画像の平均輝度情報を算
出し、算出された差分画像の平均輝度情報に基づいて、発生している虚像とそれ以外の画
像とを区別することができる所定の基準値を変更するようにしてもよい。また、差分画像
における輝度の分散情報に基づいて、発生している虚像とそれ以外の画像とを区別するこ
とができる所定の基準値を変更するとともに、差分画像における輝度の分散情報に基づい
て大きく外れている部分があるか否かにより、残留多重エコーによる虚像が発生している
か否かを判定するようにしてもよい。勿論、その他の方法により、差分画像などに基づい
て残留多重エコーによる虚像が発生しているか否かを判定するようにしてもよい。
【０１２５】
　さらに、本発明の実施形態に示された超音波診断装置１においては、２次元断層像につ
いて用いているようにしているが、例えば、３次元断層像について用いるようにしてもよ
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い。
【０１２６】
　また、本発明の実施形態に示された超音波診断装置１においては、Bモード断層画像表
示モードについて適用するようにしたが、例えば、カラードプラモードやパルスドプラモ
ードとの同時モードなどにおいても適用することができる。
【０１２７】
　さらに、本発明の実施形態に示された超音波診断装置１においては、算出された残留多
重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に基づいて、超音波を送受信するときのパル
ス繰り返し周波数を、残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に変更するよう
にしたが、例えば、算出された残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数に関す
るデータを表示部１４に表示させ、表示された残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返
し周波数に基づいて、オペレータが入力部１３を操作することにより好みで所定のパルス
繰り返し周波数を入力し、超音波を送受信するときのパルス繰り返し周波数を入力された
所定のパルス繰り返し周波数に変更するようにしてもよい。これにより、虚像が発生して
いる領域か否かに応じてよりユーザにとってより好適なフレームレートに変更することが
できる。
【０１２８】
　なお、本発明の実施形態では、フローチャートのステップは、記載された順序に沿って
時系列的に行われる処理の例を示したが、必ずしも時系列的に処理されなくとも、並列的
あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】残留多重エコーによる虚像の発生の概念を説明する概念図。
【図２】本発明を適用した超音波診断装置の内部の構成を示すブロック図。
【図３】図２の超音波診断装置における残留多重エコー虚像発生抑制処理前パルス繰り返
し周波数設定処理を説明するフローチャート。
【図４】図２の超音波診断装置における残留多重エコー虚像発生抑制処理を説明するフロ
ーチャート。
【図５】図２の超音波診断装置における残留多重エコー虚像発生抑制処理を説明するフロ
ーチャート。
【図６】異なるパルス繰り返し周波数の超音波の送受信により生成された２つのBモード
断層画像を示す図。
【図７】図６の２つのBモード断層画像の差分画像を示す図。
【図８】図５のステップＳ２９における残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波
数の算出方法を説明する図。
【図９】図２の超音波診断装置における他の残留多重エコー虚像発生抑制処理を説明する
フローチャート。
【図１０】図２の超音波診断装置における他の残留多重エコー虚像発生抑制処理を説明す
るフローチャート。
【図１１】図１０のステップＳ６１におけるパルス繰り返し周波数の変更方法を説明する
図。
【図１２】図２の超音波診断装置における他の残留多重エコー虚像発生抑制処理を説明す
るフローチャート。
【図１３】図２の超音波診断装置における他の残留多重エコー虚像発生抑制処理を説明す
るフローチャート。
【符号の説明】
【０１３０】
１　超音波診断装置
１１　本体
１２　超音波プローブ
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１３　入力部
１４　表示部
２１　制御部
２２　送信部
２３　受信部
２４　画像データ生成部
２５　データ記憶部
２６　演算部
２７　残留多重エコー虚像発生抑制部
２８　DSC
３１　Bモード処理部
３２　ドプラモード処理部
３３　残留多重エコー虚像発生判定部
３４　残留多重エコー虚像発生深度・領域算出部
３５　残留多重エコー虚像発生抑制パルス繰り返し周波数算出部
３６　パルス繰り返し周波数変更部

【図１】 【図２】
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将脉冲重复频率改变为残余多重回波虚像出现抑制脉冲重复频率。Ž
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